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『伝道者とメンターリング』

2012年5月15日（火）9:00－11:00

担当：田辺寿雄

I. メンターリング(Mentoring)とは

A. 何か？（定義）

1. ウィキペディアの定義：「人の育成、指導方法の一つ。指示や命令によらず、メンター(Mentor)と呼ばれる指導者が、対話による気づきと助言によって、被育成者であるメンティー(Mentee)本人の自発的・自律的な発達を促す方法。」

2. クリスチャン/牧会メンターリング：「神からの賜物を分かち合うことを通して、人の具体的な成長を目指す人間関係。」
a) 実体：人間関係
b) 目的：人の成長
c) 手段：与えること
B. メンターリング：何でないか

1. メンタル（Mental、「精神的な」)という言葉とは関係ない。

2. カウンセリングではない。

3. その他、、、

C. 弟子訓練(Discipleship)との関連

D. コーチング(Coaching)との関連

1. スポーツだけでなく、教育、ビジネス、医療、子育ての場などでも使われる。

2. Coach：「馬車」(目的地まで相手を連れて行く。

3. 福田充男師の著書「バルナバのように人を育てる」

a) 日本語の副題「コーチング・ハンドブック」

b) 英語の副題「Mentoring like Barnabas」

II. 聖書とメンターリング

A. 聖書の中のメンターリング(メンターとメンティーの関係)：
B. 聖書から教えられる原則

1. 人の育成は人間関係の中で起こる

2. メンター(育てる人)
a) イニシアティブ
b) 時間
c) 模範

3. メンティー(育てられる人)
a) 自主性

b) 謙虚さ

c) 忠実さ

III. カボソン牧師学校でのメンターリング・プログラム

A. 小グループ（1教師につき7～9名位の学生。毎週木曜日の夜7時から8時）

1. 信仰の歩みを語る場（自分の体験、恵み、失敗談など）
2. 信仰を実践する場（祈り、みことば、励まし合いなど）
B. メンターリング

1. 各教師が小グループに属する全学生のメンターとなる。

2. 学生は毎学期初めに、3つの分野におい個人目標をたてる。

a) 霊的分野

b) 学的分野
c) 牧会的分野

3. 教師は学生一人ひとりと個人面談（メンターリング）を持つ。毎学期最低２回。
C. 成果

1. 学生をより個人的に、より深いレベルで知ることが出来た。

2. 学生たちの中に、デボーションが習慣化してきた。

3. アカウンタビリティーが強化された。
IV. メンターとしての牧師(与える側)：メンターリングを牧会に
A. 牧師の立ち位置について：牧師は・・・

1. ヘルパーか、サポーターか？
2. 答えを与える人か、導く人か？
3. 言う人(Teller)か、聞く人(Listener)か？
B. 牧師をメンターとしてとらえる（立ち位置の問題として）
1. 人が育つ環境を整える：

a) 1対１の人間関係をどれくらい築けるかが牧会の質をある程度決定する。

b) 教会を｢良くしよう｣、そのために｢良く知ろう｣
2. 「聞かせる」から「聞(聴)く」
3. 答えを「与える」から「気づかせる」

4. 良い「説教」から良い「対話」

5. 正しい「答え」から正しい「質問」

C. 牧会メンターリング:具体案

V. メンティーとしての牧師（受ける側）：メンターがいる伝道者生活への招き

A. 牧師のストレス：牧師特有の誘惑

1. 孤独、孤立

a) 「キャッチボール（外側のコミュニケーション）が途絶えると、やがて、人は、自分自身の存在の実感を持てなくなっていきます。なぜなら、わたしたちは、誰かとコミュニケーションを交わすと同時に、内側で、自分自身ともコミュニケーションを交わしているからです。外側のコミュニケーションと内側のコミュニケーションの双方を通じて、現実の自分というものを認識しています。外側のコミュニケーションを書いた内側のコミュニケーションは、次第に現実から遊離し、やがて幻覚と言ってもいいほどの独りよがりな仮想世界を築いてしまいます。ときにそれが、自分自身や他人を傷つける行為へとつながってもなんの不思議もありません。」（「コミュニケーションはキャッチボール」伊藤守著。ディスカバー・トゥエンティワン社）

b) 牧師にとって内側のコミュニケーションとは祈りや思い巡らし。極端にこれだけになると、バランスを失う。
2. 誰かと分かち合う機会が少ない

3. 健全な評価を受ける機会がない
B. メンターリングを受ける：

1. ｢デイリー・クリスチャン・ライフ｣(唄野隆・絢子著)ｐ．192～より
2. 具体案

VI. 参考・推薦書
A. 「バルナバのように人を育てる」福田光男著。いのちのことば社。

B. 「クリスチャンコーチング」大橋秀夫著。いのちのことば社。

C. その他、コーチング関係の本
